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Staff introduction

新年の目標は立てましたか？

新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。恥ずかしながら、これまで「三
が日」の本来の意味を知らないままお正月を過ごしておりました。今年は仕事始めが 1月 3日だったため改めて
調べてみたところ、3日は「新年の祝いを締めくくり、心新たに日常へ戻る日」とされているそうです。言葉の意
味を知ることで、慣れ親しんだ文化も新鮮に感じられますね。世界に目を向けてみると、お正月の形もさまざまで
す。たとえば英語圏では New Year’ s Day に “New Year’ s resolution” を立て、自分自身の成長を誓いますし、
中国や韓国では旧正月に家族とのつながりを大切にします。国や言語が違っても「新しい一年を前向きに始める」
という想いは共通しています。今年も英語を通して、言葉だけでなく文化や価値観の違いも一緒に学びながら、皆
さまの世界が広がるお手伝いをしてまいります。(松本 )

ビバイ代表の迫田です。新年あけましておめでとうございます。本年も何卒宜しくお願い申し上げます。昨年、英
検の受験を続けるという目標を立てていましたが、正直なところ、仕事の忙しさを理由に受験できない回もあり、
当初の計画通りには進められませんでした。しかし、この経験から「完璧を目指さなくても良い」「できなかった
ときにどう向き合うか」ということの大切さを改めて学びました。お子様の学習においても同じことが言えます。
最初に立てた目標が 100%達成できなくても、それは決して失敗ではありません。大切なのは、うまくいかなかっ
たときに「どう修正するか」「次にどう活かすか」を考える力です。この力こそが、お子様が将来、どんな困難に
も立ち向かっていける土台になります。新年は、お子様と一緒に今年の目標を立てる絶好の機会です。「英語で自
己紹介ができるようになりたい」など、お子様自身が「やってみたい！」と思える目標を一緒に考えてみてくださ
い。そして、保護者の方もぜひご自身の目標をお子様と共有してください。親子で目標に向かって進む姿勢が、お
子様の成長を後押しします。2026年も、スタッフ一同全力でサポートして参ります。

＜名前＞ Rin Daido ( 大洞  凛 )
＜大学名＞ 東京大学
＜海外歴＞ アメリカ 4年
＜保有資格＞ 英検 1級、TOEFL 106
＜コメント＞こんにちは！私は 2歳、3歳、9歳、15歳と、様々なタイミング
でアメリカに住んでいました。日本での英語学習で培った基礎力と、現地で身に
つけた自然な表現力の両方を活かして指導します。英語でのレッスンを通して、
ゲームや会話を取り入れながら「楽しい！」と思える時間を大切にしようと考え
ております。英語が好きになるきっかけづくりのお手伝いができれば嬉しいです。
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